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報 文

E肯酸7 ンモ =7 の物性(第一報)

(昭和四年 I H12 口受理)

量E ill 郁 生

〈旭化"'..岡工場ダイナマイト部〉

諸般ア γ司号~アは麗袈爆薬成分中の最大量を占め，資混同の留に加えて，他端のif!従を 2干さ白有事役

の為{二王認をの王 E主福ぎそう t二もない.然し乍ら後縫なる章二移の級相. ，民潔{生の大なる恥医銭憶を起

しlb'- 等の欠点を有って rる為，物盤的の函より広〈縫貨を研タさずる串孟医薬腹案の品質改良!こら，叉

牧閣制句見地治、らも有意袋な事と思う。怨瑚誌等の現象の解闘の手段として拘こ"す知き報交の結果

を得たので報告する。

本研究に l孟京大理学部国中怒三教授の筑噛還を廠， '1. こ事告毘〈感樹する次鎮である.

磁酷プ>~ユ'7 1~?!' i£(:::於て去っ，高震に於てーつの鈴品第を有ち. 125°C( 1-1), 84"C(I........I),

32"C('-1'D._ISce(lV -V) が安定相良化の伝§I! lで， 4S cC が I-IV の市安定彰彦点である。

市安定転移の生起と消失，転移点の「ずれ J I三つもて研究した処謀処奪還と水分合有量が密接 f~関係

を宥つものである穆が分った.笑殿は格の銘品情造を XI鵬首有により，転穆 l! t!!長也撚解析比{署そ

凱徴臨遊電場の現陪等を用いた o I式野~ 1-1 の転穆点以上"長〈加費慢したり，水分合有盆が多争

時には t程度安転移"起し品し之は場合によっては数日間存続するが，次第に安安転移 i二移行する心の

である。叉転宅多《の「ずれ J 1坤安定転移の生骨亙皮 lfr< まで移行するが，之は E相の蜘喧反する状

況によって膨暢をうける.叉之等の現象は孫カ学的日も.Ill温上から I-I-IV 紹変化は近似的な舎

ので. I相がニの努畿と lisa なものとも、う種別主説明がつ〈。

各転移の活協 :1t :£o ネ作 'f ーは IV吋 181.lk 回IImol I....IV'98.5kca 駒田 J. N-I25.8k 田Jf mol. l.....

Ii27.0k 四Vn 叩品で転移適度は次式で表わされる.

V~ 州(長)，者

V 伝言多速度
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毘次

1 il'1唆ア y司日アの給制樗迭

..m熊ア ν~ よらプの相

2. I 籾

3. I 絹

4. .伺

5. IV 相

ゐ V 相

7 持崩合

ｷ1. 分子の?受理的度 iこよる係噛

R: "!f ス但霊安
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l. F.多

2 諸般ア ν司，~アの棺変化に於げる自由主ネル，ギ

3.it1! 2安定転Itの生起

4. i¥~安短転穆の消失

5 転穆点の「ずれ」

6 蝋結晶の相且化
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である0

・相

E相l.1 32.3ce-制 SCC Q)r.l! l:!をて安穏な

穏である.始め沼田dricksil により栂遣が

担幽されて後 G。吋win ， Whetstone均 t: .l

り町草されピa 怒渚の実泡の髭嘩{~P.1.との人

の儲より絡予が嘩唱してドる品、う綜泊そ徳

之o .相主釘方o!来に卑し，筏手電IQ:!

H，吋巾k，によるとおCC で a・7 民A ゐ幽

7 “ A. e=SωkG∞dwin. 、同時tone に

よるとお'C で a=7.1 4..4.， 6・7 回A. ，・

5ωA. 著者の資提鈷泉ではSO" C で a_7.叩

A.6=7 田λ ，-5 四A とはる。之は Hendrick8 の舗

に施して温度による絡子怨磁を針雰に入れても的 8 ，:

t愈たしてγる事となる.著者の得た絡子常数から計算す

れば次の釦〈なる。

5荷llOア， .ヨアの物性【節 1 級〉
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Xl!解訴の鎗来，ニの符1:祭てはおOJ I:'回伝して

ドなγ穫を示す。単結盈でi孟鈷品の成長が起って Xli

解僻む極めて医腔であるが， q誌にそっての原子位置

11::t~ 眠III でない，各原子i!!iの位置位。， Vy 曲。信 1951)

じよると

NH， αl? ･-u?
0(1) O}f? }fo?

μ・0. 14 y=O.26:>
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3.2i

2詞 8 2.67

3ぎに比 mの点、ょ η本領そ鋭的してみる・

p 比賓の計算値
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'" lip ， 即ち比容の1m草笛
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M 分亨li;
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即，蔵庫建ア ;.I~~畠 71 mol の賞Jlは
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エ震火&!協会 2志賀116 11'2 lj) l Jl砂6

之，り各相に於ゆる比冨及び比容を計

算4 ると，

i 栂では ISSoC にて u・0. 60\ 5

E 相で，"'田CC I:て u・0.620

W紛でl牟田町口て __0 鎚O

1111で11 Hendricks の針筑によると

,:zoe にて ω・0.595

e4~C Iニて ω=-0.600

著者@別慌で'"

3アe ，こて l~_O 品4

8-l(lC L二て ..=0.638

白hen K曲円の色証明主

~C ..=0 曲S

84(lC ..~“0.6師

直納で起るm翼団E化の実現掛lI!でl~ N-ol の傾変化

!:於て勉測なるg殴を，叉 I-I にl':て'"滋少を示

すのであるが，之を Hend討ok置の飯よりみると

1\'-1 で容IIIの滋少，軍司 E で容租錫践とγ ヨ事に

なって務提と叙Eずる。固で帝rと第 7国同知〈なる。

叉E綜同情i!11!i市温度線に於げる KN03 の権途と

制似してr る.

s W相

Will'主 _18(lC-32.;'°C の帥=存し斜方品系に腿ナ

る。 il=5.7~A. b_5.~5A ， C-4叫部開 V"l'

c，別刷)， /Ii依純子当り容桜 156A3 ij1位格子当り分子

数 2， I~手当 0 1'1剖 "A' となる。 X線により絡子

函間尉11M5 ;l慢の知〈なるa

Willの隅遺体""'，盟と近似的である.
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而して平衝三角形 NO~ U. II 識に霊童であるが，之

は出 lakan 包nO が27 巴C にて罷銭足異方提ぞ都算定した結

果lこも b和三重埴伝穫が分ったと述べている.

出lakantan 1二よると

~~-~..=5.92)( 10-It， 訓 u

Xb-X. ・ 6.4 2x IO-~ 岡町，

X幅一 X.=0.58X 10 ・忠明司

6 V相

V相l主ー"。以下で安定である。

援六万品第に属し a=5.75A. e・ 15.9A_

である。 'II出各子容銀特sA' 単位絡子

当り分子"'6でま閉比ill 1.76 努iii日比

m1.7-lである。 X餓解析の鈷央で"

次の卸〈なる。
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l;l酸 7 >司. .ア n 拘位《節 1 ft)

賞i 6 ;J;;

純子商 測定署員~ 陥子商間隔 A

間

仙

川

川

目

0

0

0

5

0

5

5

6

2

0

0

0

01.97

3.98

3.<2

3.3-1

3.12

3.111印

113 0.5 2.94

H泌 2.0 :2田

α)6 8.0 :2曲

剖 2.0 2.41

208 0.0 2.21

_Iece 以下の温度畿で 1主情造的の変化ははいが，

g膚ニ次恵三移がー曲 'cr 付近で見幽されて rる。 C同n·

曲:l W. Ritter*'I孟ニのス伝穫の観測 ~NH ，還をもっ

it ，剖ち対日戸 OJ. (NH ，)必 0. ， NH.Br, NH,C1, Iilit
'7':/~.=..ウム，ア>~ユウム ν7 ナイ，'，等につもて

符つ・ニ.その鈷'm: ~叩戸 0: I主ー ω"C で異常比コ恨

のある事"見1IIした園之 l :l. ~H. i!Iiがニの温度で国伝

ぞ関崎しどものと詰拐して γる.

Bend 巾ks Ij. お吃，と _7a ce <D X後写実ぞ ζ

。て絡乎!l'1!l以外何等鐙惑のない事を腕かにし勺， ，雀

'船主 -7S ee (It体際問 'll 見ぴ _l96 CC (液体置業〉

のX~ Jlをとって持者 ζ も盤虫のな γ$ 令回かこし

に.ニの事からも展状比需 i主お肌:aliの回配こよるむ

のであると恩 bt l. Qo XH，器の Hの区割 ;.x 臨写実

にかかって諜なーからである o 7: 〆宅品ウムイ~>の

対作性店。，て l丞Bo \'e 円の研官がある.

7 六議絡会

U;ftt: 7ν モユプの>l<曜結合につもて，日野氏叫主之

が吸ill偉そ支躍するむので'"るとして， N-H···O が

3.1A-2.eA である濃から水強描合を起してドると敏

明しむ.低温で"つの水索時合をつ〈ってγるが，

N絡の温度後に入ると， 3 つの水系鉱合を， .何でI主

2つ， I 相で'"つ， I 絡で"形認しt~. ・と泊じてい

る，しかし水車鎗舎の布i'il調子閉館湿のみによっτ

時笠邸宅u、既笹のヌ置で :"-H·....·O の水素結

合金形成するものとして智胆されど値に'"の釦S るの

がある.

間品開{Zacharia誕nM酬0，'【間引 2.81λ

Urea(Wyckofi.C軒町。"の) 2帽-3 田λ

O'11f,), c..O.·H~O (HendricksJofIemlJl(閣の〉

2.7 6- 2，凶

Diklopipenu:ine(C 前町， (，目的) 2.85A

7

節"同

申 @

g、'習 ①

•
の

賞1 "関

Gl)'cine(AlbrechtCo¥'ey(1939ｻ

2.76.:2鴎. 2.93 ，拙 A

A居tamide (SentiHarker(1 則的 2.86A

DJ·Alamine <Senti Harker(1940ｻ

2.7sA2.84A2.図 A

co();H,):.HC>O.t<Len Hugges, Giguren 【 1制 I))

z.NAJ.04A

);Hl" H:PO~ (Veda 【W嶋» 2.87A

..-GI 問191eine (Hugh 目 M田re (1949ｻ

2.組A2 阻A 2.81A

叉 :\H ，]\白 2HN 白の，1!<jI;銚舎に I:' Actaeryst

3(1950)305I::Li 剖cl ，明間の研宮があるが NIi，

と:S O，が国状 i二ならび，その間に HNO ，が並んで

Vるs そして NO ，の関に X-H···O の水野去を合があ

る。).'t}f， .ィ sν11 11;留に 12 鍾の隙来原子をむち

NH 1• と 0 とのrnJ嵯 I主 3.0IA. a.loA.J.14A.3.17A.

3.24A であるから MIA の寵鰻の対日 .ιo との

聞に弘前，水系錨合があるかもしれないが可唱短とし

てγる。

まま齢 7;/"'=-7 に於ゆるヌ-1I ···0 の施'曜をみる

ζ

1 絹で 2.叩A-3 偲A

E 絡で Z曲A

E祖母 2.7M. 2.1IOJ¥.:2咽 A ， 3.oeA.3.1M
"舗で 2 目A. 2.M, 3.07A, 3.1-tA.3 おA
自し乍ら Ne' 問問払 Halford の想盟 7;/ -e-=-ア口

調ずる研究'"で稼舛痩限界A， ~ ..JI.-で 11 2，， -3.0 ，. m
.近にあらわれる水実施合が認められて'"・"，復活格治

話損益に務省惜しめたa出7 :.'~.:=.7f.!i A!:引."C.

審舛吸収そ各相fOに記録しこが，二の見地から 11 氷ヨ貫

録会@存在 11 明かにされ山、援をの段階で 11 ホ;VIi

合の存在を宵窪ずる】提訴 111; られていたよいが， N-H

7



8 工観点弱也会包 iii 16 宅盤解 1 遇措

l主事E織した院線口組るとしたa 水分のatfZついて

i主何等鎗れていt.:~·o 噌 dno という表否認であら

bしてーる.のみである更に Hendricks fj.I 細

より極度を降下し之時は I-IV の椙伝穆が起る

事令述べて νるが. lV -I はど M‘う凪か.II!

~.!主之.'実〈銀〈のか aか等の at:. っ，て u:E し

てな'.山恥訳闘反町内色沼繋.'&ぴ容繍;;{tの

測定より. I 園町冊 n・令官及しても司るカらその

生起については切らか仁館諭智也てい 22. 、之専

の密文献よりムて '-IV 間￡の lUH 伝聞かじし

たものは儒辱見幽されていな島、

次に伝!$点の「ずれ J であるが I Time)'er 1 ") は

193j 嗣二 I-I の転糧事法制唱で起らず日吃

込γる事があると観測した o Hendricks1J.7{P-

加問問削 Z7Z京京否定弘正 C U;j I-1 岨掛判事1l 1"QC '，'って

ゐる.又山本 ， D宅図氏 i孟伝穆汽の穆符U. l-l

に少とll< I I-I及び l- lY 1::'蕊fごしいとド

ラ・'<実曲してVる.節句伝移点の「ずれ」に

つ‘ても系鍵聞な突織は..られてγなL ので'"る.

そニで奪看1急$安定絞急事と転修点の「ずれ」そ揮'隠

してみた.

~禄酸ア Y~'=' アの穏茸化に於才る8il1·島事ルギ

円
。

.、

>

J
A
S
H
E
-寄

句
g
M豆
」F

1-1ｷ..0

Fr. 1“<lt. cy~ W..Vt 'lI( M加rs

節 13 問

一O の鼠子 rol!llillよりみて動掃窃蛤は存在する

かもし 4、f4口.

H 暗闘アシモエ?の転移現象
..If

L人上結晶割問迭の項!こ Sをて述べた鈎〈各鈷晶 i主調度 ι

よって安定援を支恋され，災々の II も安定むる紋 B.'

Bをて存在する.のであるが玲として 111 \1安定む絡 JN 乙

を起しな札叉は隻噂点の「ずれ J" 生じたりするも

のである。之 11 碕・ Rア:>'~.::.アの本質 4ヒ!ll回ナる上に大

さな手がか n と 't ると aわれるので，以下旬安定伝診の

生包摘失 ζ，後程伝移に Bをする伝言審点の「ずれ」につ 1 ・

て途べてみる.

大体量三 W 筏間の III 安定伝鯵について U.. Bridg

moo 閣が 1916~ 年に高圧そかけ，際的混血より之を追

求しようとしに.高 E下に於げる容 III 変化が分子と伝

咳の闘は口出町田印附聞の弐より併 Z同家

る. It雰の結集 I-I ~3. OCa Vg. I-I 4 恒Vg

I-IV 噌“岨 νg. t. なる.叉高座引こ会才る繍変化

を渇望し，図の釦産相律~を 0・-.之から訴にに U樗

がある事令見出したが，その嶋造 11捌か:二されていな

I'""-の紹徳置に鈴て司 -IV の絡変化の鍾援がー気

圧と受 bる由主的措℃で..つも之は常庄に袋詰

1- 1\'の筑眠移重度が的反 "C. である事と一世ずる a

~'''l;"tJ安定伝修口関して 19也年 so咽nQ l :ill:光量

鍛.1: ょっ τI-IV の校拒 ISの起る事ぞ見絹しと.

1lIt:, 1-'19の紹伝移は ""C ul返で'.Ii: η温度の上昇及

び下鴨の両方の場合こ見幽された.実践かちBo wen

-.
自由ヨ巳*，，" ~-1 史ぴ内部品ネルギーの変化と絡;;{ヒ

の関係 11 次の鈎〈でめる.

以下ヒ隠す犯号 11 Le相思ー刊のものそ照 に.

F 自由zネルギー

if 内部易ヰドルギ-

S:~ι:>' ..a ピー

2 絶対温度

0， 恒星比~

7" 1 伝診温度

伝惨点町の前後に決?る内ill·島ネルギー及3忌 Y

ト u ピ mの変位Ii ， Jl縮から λ矧に伝穆ナるとずれII，

H.t， ・/17'1+41/ト.(11_.'1)+ ( 01戸T
'"

111'-_ r7' 0
S...- Sn+下一(1/_·-4 )+1 弓~dT

~ I Jr , ~

と fdよる.

Helmholtz の弐.り

f'-1I-7'S

τ?iまされる.

碕瞳プ y -e-.=. アU

N.+2H 汁 l}iOl-NH.N o，

，H調・ -881 ∞kロIImol

8



宿敵ア ν そ a アの拘健(管， 1 専従〕

附

r.
z

I1
ミ II

II I1
1",1 1

L〆 II1
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1II.
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、
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ι何

L
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a
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i

創

z

d

z

a

z

t

ド

•
ゆ一一-

I I 1. l ‘. • 1
ル.u眠同町民んら~~/.·J

A吊..・A‘・，.、 Ntt~tt

第"図

dF.剖ー -45∞k伺ν'mol

4S:錦温 -143.28kca抽nol

でるるから

各繍の覚書I:' Bellati.R町田 n四e"' のffii' 廓'<:.

E 相 0...26 kcal/kg ~.08 k回Vmol

E細 目お 5 k'" 肌屯 28.4 k伺Vmol

N相 0.467 k叫ん g "砧 k01 !1 mo!

V 抑 0.42:3+ 0. 曲1438 (1l 1:Hi男氏湿度〉

伝移活相主 ft も広〈信じられて‘る実蔚留をとった.

転穆 1~ !t

】お ~C 11.9kca 抽g 952 k臼附 nol

84CC 5.3k国νkg 424 kcal/moI

~C 4.99kロνkg 399.2kcal/mol

-ISCC I 品 kcnllkg 128 kc:l.l/mol

之悔の信金用いて内都 2色ネルギ四， "，":Iト曾ピー，自

由~ネル-¥ --2't慢すると各温度及び各相iコ於て次畿

のIn.'になる。

賀i 7 ;j後

温曜を'C 初内競S色調ドルギ~，ト旬ピ 自 III %.iドルギ
kC3l/mol k四lImol kcal/mol

ー由。 V -8 切77 -147.6 -57 ，品 S

_ISO V -89563 -HS.9
_180 N -~436 -1..5.4

25' IV 一時 1国 一 143.3 -，，~∞

32" IV -S7872 -1.013
32". -87499 -141.8

，，'・ ー助白 22 -139.9
84,0 I 一白，704 -139

'25 ・ I -84307 -137.4 >
~-29728125ー 1 -83261 -135.3 J

内1iI~ネr..~-2及び自由="~ドルギーを示すと君事..歯

!IIl6置の鈎〈芯り延長上で絶対'"にで f"_IT ぞ演足

サる。 E 摘と E澗の延長は 45<C で変むり V相と E帽

の延長 t;~C で受ねる o 1'i'-I. I の各程 Mの関係

者甘みるに E網I:' e.; cC にて重相二穆る可能盤があるが，

~~'l 主叉逮冷却のまま E絡の延長上を走り N繍の延長

との変点<l SCC t:て I-IV への転§が起る可能性が

ある帯主音宵出来る。叉，， <c より温度が下って安

定相!三移符し a 買額::. :J~C にて E絡にき島行ずる事も

あってよ Vむけである.包し E→W 又1 .1 (-I I主

..sec より下の混度で起る家は考えられない。二の事

同
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凶
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10 ヱ.. Jに鑓協会 U lli16 管制， J'"

突を IE' 局するかの知， I崎町の転!J I主 .;5"'C 附近

にで起り. ，-冒の転診は品。 C よりょの極度で起

る穫が分る e 叉..噌 V の伝穆は買及び V欄の延長の

受点 we fH 返である穫が考えられるのである a 然し

.11:=\'の監理 U央世上見樹されても f~'.· ..

3.'"安定伝移の生起

理安定伝穆 Ii 釦街なる'事件で起るか前人の研究が益

fょ漢燃としたものであっにので，悠矯 i主之を遂一実融

聞こ求めた処， 1>( 1寿明量，終処混血度，経 11 田開，

水分等の複合した因子によって膨御されるものでめる

事が分った，

A】 X fIiI解析

拒転移 ..給品鯛途蛇に窃かにせんとの見地より Xl 寝

鯵符法百台先ず保った.

i) 後世

X線ヵ， .，ま'J'板7J<ぴ円筒カメラによっこ白f.-:lレ巾

安定当 E移の概鳴の研究に多〈用 Vたの"￥叡カ d ヲで

ある 01>(甥の淘湯船三 i埼閣の炉そ m争に e箇径司 'mm

粛さ esmm. の円鋳完レムで中心..上下{二Ill'砿径 'mm

の孔そ閥 l沖A咽には X餓のスロと隣靭!:当って散乱

する Xf;9;の退治部分を穿った.

X様の Aロ

i孟医部より

4岱=の所に

円値酒税 l:i :t

しτ'" 角?三孔

..現"，散乱

せる X鎚i主位 瓜ぬ

の弐1>・ g誌の孔

と凌わる所を

頂点として円

錐形となり敏

乱さ惑が XU の

スロと正反対

給方配北町、

m と fょレ 7ニ.

1間信戸は底部

仁巾 'mm の

つばを臨し 3

2所に比孔を

穿つ事!二より

弱定せしめヒ。此の餌デ=ヲタ{忌磁薗を Bill で機 L て

後， 3∞W の品タロふ線そ巻き，そのよそ石聴こて蜜

r保温した，(暁 ill.. 充分にするお.円鍛乳 .ffil にもータ

罰ム線を轡 S・..ので写爽起こュタ担 J 観の E撃が凶て』

喝

瓜U

H
L

M
也
h
町

均

叫

A

J
J
"
州
出

-eRN

ωbu

-Z

ト

五石油札り勺

噌
4P

貨I 17 !31

テ

る。 X級以靭 :a 凶伝叉 l;.fj 止した.温度の淘定 i主税引 E

対及び第 tを針"， mいた a 森電対及び第緩針の目盛が院

初回~.の温箆との l聞に整があるや否や l念次の方法?こよ

り数回検討してみたが，満足しフるものであった。ぞ

ニで事長電対の指京包箆 Zえぴ怨殴針の熔示温度 i玄資事専の

賓の温度を指示ずるるの ζみに.

n. X線照射穏に上下の乳幼・らダ，ス管を入れ，そ

の..'こ撚電"'I"上下!りスれて，ム下宿企 t:8 さげる語重

度をよみとった. 15(>-1 叫~C の聞で 1 分間 J Ice 位の

上昇下隣迎度で温度を変化せしめにが穫がなかった a

b 炉中.tffilの乳より撚官対を"れ下部;の孔よりも

毛Is駅二ぜ 7' :.1霞〈予め酪tlを濁腔..るに 1却。­

121 CC) をスれ1I0-C I二て露首'0分間際乞しめτ ピタ

，~陵もー憾に 110εC となして，之.，医めて徐々"

加黙し，ー方より電球にて光線をあて機点を劃定した

鈷im. ~幅めてlミ〈一致寸る務"磁かめ f:." 叉 TNT

にても悶磁の結拠?zo i~t.こs ミ 9 ポμ トメ ター Ii最大

目盛がおmV でるり単位 O.lmV で..るから，その

1/10 まで混むとしτO.:U;CC の附度そ有してγる。

寒磁針I<=. r!'_弐Xl"C， 0<'-1曲ce， 0・-5o:'C の目盛の

水銀惣暖ttl:して，会長i品j 15cmである。 X銭ヵメ

'の1J ;J.~=伝箆 i志位主主，プヨム""ア ρ ミユウム噂

より計官事して削， enun である.

ii) 試練

E実際の m量l主的 Q.5g でおる。際調 Ii 毛鰯菅を特!こ

肉樽!工し τ筏 O.Smm 程箆とした"'開設ア ν モュアは

極めて吸湿し易ものでーまさ水分匂りものをずラス管の珂

揖を封じて潟程命の監湿俗起ら a総にし・司会事水分

じよる lli 智弘前述のBo wen. Tim 町er. Hendrick!

等の研究もめる事なれば特に佳怒しに。

iii) 銘梨

之等実艇の級会船長三よると次の荷停 nt ，えるのであ

るe

け水分が少柏崎はIt安定転!J~起'に裏書ずる寝室

朱理温度 t三部， ，終処玄買専問主長〈なる傾向にある a

自〕之と反符に水分が多〈なるにつれて.~ま温

度以低， .撚処即時間は短〈とも 1It$:! n<転惨を起し，

る。

2事ιalg i!:於てA. B， C， D の回路線以失々 3分， 泊

分，時 rd!. 6崎町敵湿度 1二喝しに高野"示ず e 段級 Jt

りょの麟件で位徳院ア~~ユアは副院安定奄理を生ずる

務を示している。

〈実験， )

XfQl礎調(lこ周弘、た2実現i主次の加さむのであった。

@ 25cC;:て 3時r'慎空段織し f:'~.J手六分0.3;:

ゐ
司
川
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l駒

d悶
吟

M
n

出

t
R

1
a
f
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ω
守
本
退

ρ
T

"

補強ァ ν~ 0 アの特性〈賞作 1 機〉 11

t恥""

S ミ 3 <4 S."' <j' IO

W::tte:rContent
節 18 G1

以下

@警這般袋'"降 J乞もの六分1. 9%

@水分を少々加えたむの水分 6.'μ

骨水分.>l' :»a: 二加えたもの水分 8.4%

之附の際臓を X餓解析 i二より，その R官民と構議との

関係をしら ~t:.o fil ii!. は般純問事与を"製した bのを期

B ,
B

。

。

@

同』

争、」
ー寸・
w:-:1

、E

一--L-

ト、

:8 よ\蚤 n
ITTl' 寸 1

t-+-i•
~'la

与、 1:'0

!I孟温度直下. tIi温度上昇を示寸

隙籾@

調定書度

3

1

1

T

1

1

7

1

4

7

c
c
c
c
c
c
c
c
c

酌
耕
一w
冊
目W
W
師
団
岬
野

.Il..相
I -l O"C 組処売後"分雪量降下 E

W

1V
Z

上升る分割長下降"分120"C 1 5'分 I ｭ

土外 S分布鱒"分:叩CC IS'分 E

上昇 5分下降1防予 lSOCC 3分置

I-I

12C)C"C I 時間ド降"分 E

l:!OCC 3 ・.1lIl修i::. fl. 上l~ (

2え現⑧

沼定iI'~ f.I:様 相

5CfC1 上昇 6分下院IS'歩 l~C IS分 E

却'C' 上昇 6分下降ヨ世 I~OCC IS分 E

回CC! 上品 6分下院防分 l:!OCC 15，分 E

wet J 舛 6分ドIl'防予ロsec 155)- I-I

~Cl J 舛 6分下降お分 130CC 3 分 E

回。C1.I升 6分 F'*間判2QCC I 時間 1-1V

5Cf'CL _l:~ト 6分 1 陣羽子 140CC 3分 E

目。C ↓上:tl6分 I 除 15~;1100C 1 時川I I

,

国ee! 上昇 6分下~lS分 IIO"C I

1l000C! 1

拍:c 1.1:.昇 5分下tile骨 10000C 15:分 E

R腎母

'"定量'" .111 訴 拘

四cc 1 上長 5分下降"分 1凹'C IS分 1-1V

sece1 上界 5分下降 IS分 1tO'"C 15分 1-1V

50"C~上~~5分下降随分9O'C ，サ (-1V

5OCC! ム昇 5分下院 '0分，00'<: 3分 (-1V

5(l<'C1 よ鼻 5分下降1暗曲"C IS分 I

昨C ，上l!- S分下降'0分9O'C3分 E

反l"C 1 土昇5分下降1防ま聞<C ，時間 E

50εCl 上多~S分下屍'0分eO'C 3分 E

5O"C!上昇 S分下康 '0分気，ec!l'ir.rsI
回εCt (

明子C; 酒

勾CCi I

ぉCC j N

35ーCj II

70"Ct I[

llO"et I

12()CCi I

R匂畠

調定之!A: ，I建断 相

5C'C t 上昇 5分下降 I()j) eがC I

.;o:c; I

ヲOCCj •

国，CC j 1・

secC~ t5CC I 時間ヨ暗主'下降 E

国主C1 J:.l~IS分下降，.珍喫Y;C 15分 1-1V

seCC! ょl1-S分下院 lOla- 9O'"C 3 分 E

eO'Ci I

開CCi I

-αleGi I

且上の結果より d. a , b.c の各保溺ニって SO<C

t:Dl·‘る絡をその盟i!!!よ耳みると11<の釦〈考えられる。

事..つ 6 て直が凶るの，:安定伝惨舎なす経合で，主主

度令 1 2Q "C t:: て'SCI;偲って後碍干する隣友ぴ湿度令

1おεC にて 3分由傍つ τ後降下する時である s

E が出るの l主事安定伝移をなす場合で，温度を

】お εC にて 1 時間保って後降下する時，湿度を 130εc

にて泊分慨保って後降下時. ， ..oce! 二て IS 分保って後

降下ずる時である。，2(1O Cの自白度 (:'15 分なら麗稲川 IU

るが，時間保って後除下ナれ In 剛志消失ナる 0

130°C で 3 分なら国初が出るが J 15 分で U消失 4 る。

11



iI 1¥' V

-0α'" 0α~I - 0.18

+は温度上昇 1: 援して!Il!援を示しー

は減少金氏寸。

E時閣ァ ν モユアの各相!:於ずる E多

F且制ま i 籾では温度 "C にで (1 -o .G

3店品 98+0.05 お80 肘〉

E 相で"

第 1 ..

，パ'''， Y oi'加えてお< .而して後内簡の気抱を!i\豆を

してしまえば加験又は冷却店主って転喜多の際の否定峨 7

Y 毛 ιアの IH Illl: lt l1挽!I!J'~ ，フ， >の変:{t包止となっ

て示される.溢度 iは宰 s侠式'野帯と会〈向形同 a盆佐の後 a置Eの中恥 iι二

a繕事峰針 4をbフス、れて涜瀦'安し

化より'温度の上昇，碍下温度 ζ絡変化の関係をしる

のである.その茸化設は

相， ,
修股色紙珂'g 0.013

賞i 16~ヱ請書火器 S 侮会箆

I~O~C では随分間で E相11 消長する a

⑥"つもて出降下回、℃をみると E相が幽るのは温

度を 1∞'C にて"分侭勺て後舟下時， 130~C I: て 3

分冊保って後降下時， I 相が街るの除湿度 1i，' 110"C

にて"分保って後降下時， 110"C にτ1 時間唖，

"wC で"分後，守2O'C で 1 時間後. 12S"Cで"分

此 1甜εC で<5分後， l·meC で 3 分後， ].;OoC で 15暗

後であるc 130cC で 3 分間なら阻将;l'生じ"分伝らm

失しても、る.

12

良、も II.
•
4・

、

i・

a・ "・ ‘・， ,-

。
俗
a
-
w唱
-
a

k山 面持 F凶I..

"

。

.. ., ...岬

凶

州

hド

，

'

h

R

4

沼

崎

逗

a

とをう 6躍をとる。

之等の続変化 i二於才る容 III 変化を示

すとIll"閣のIn<になる。

安定伝惨の時:主選度防相工品 CD

EFGHlJCD 鑑践を辿る管である。而

して E司 N のW安定伝穆には ABCKLHIJ Co'， 、う睡

械を辿る。

叉制限喧，.，去1$の後安定転診に毘る山本 ABCKLMF

GH lJなる観舎が起る.之 liM に配した自由~ネルギ

ー温度臨Ill-で禾-ti:. I-IV の交点までのさ iii ちじ

その艶皮で自白昼ネバ.~-値の伝ド E同二穆符しに ζ

思われる.鎗 21 固でみると E縮同延長上に V栂が正屯乱

的"採る理解からして. I-IV 絡は同ーである ζγ ラ

紡歯を倒した渚も居るが之 1111 である。

α唖長，)

上速の飼さ方法で，膨蟻室長 ..扇d て伝 1M 生S号令実

験しに.

811 安定転惨 1-1-1-1¥'

Ml1i$'l安定伝 3 l-I-IV
S-MU. 安定及び準安定伝移

l-I-IV-I- 1Vぞ~、ナ

〈その， )J(衡の:B;II: Ii

書事処"温度 保i. 時間

"・ C 坑後
9~ iII tを

。醐 li t;:; α

。 αX1 134tc

。似沼222«

冒相では

W抑では

~

'ト
内・

、 l

、

"
ゅ. ".ゆゆ

~ト

ι

・
z

a

加市|
M

,

ーーー寸 ー-ー

樋 •• ". M蜘a

幽

"移
S

一'生.向島+嶋
'"

ー~ t!~可崎町

節"国

信につ‘て E相が5O' C で生ずるの除問 'C にて

3分品田 'C で"分後.田 'C で 1 時間後である. I

叉β I\'~'， 'l主 '-N の共存するのは鈎'C にて 3分

保温品鈎吃 i二て"分作温品何'C で 1 時間lV<ll

品'OO'Cで 3分間保直後， '0曲。Cで"分後， Ilo:'C

で 3 分後， IIO"C で"分後，之よりみて9O'C 且上な

ら 3分で慰安安奄事をなす窃:111分る。

事.-つも'-C I~I凶るの"回同で"分後， ，叉は

N'噛る副主騎'C で 1 時間X暗後，伺'C で 3分島

町'C で"分後である。

@. tal, @.唖，の各綜慢の銘燥をムるか 水分台2

多い総E相の前失が野晶となり，叉湿度が;1;'. '81，保

温舟聞の妥d‘経薗絡は消失しB，い療が分る.

B)III 鰻銭

E1$に復して起る体績の.l!li!l年るi£ it によりても相

転穆 OJBh 容綾変化 tよりIn何なる矧への転穆えよ

るヵ・"，しりうる。

之1: JJj' γf ニ後置は第勾固に示しにもので底部の容量雲

に克分担粉にした自殺をスれた後，弘司，、:1 7{ :Yを・

"れ，男闘を毛細管とま，.異継ぎして之!:透肢の灘劃

"

.<
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開吃 '"分
明l"C ?碍街

'0 ヂ℃ 直後

"0 句= お分

lie' 句= 竃後

間政事 7

謄う

sstf

、
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夙
マ

節却関
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一-，1\度 (0C)
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川
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ょ「同

13

1180(: 1 時間

1泊。 c ，時間

13~ ntl
ln='C 1£ 後

げ:;.::c I 時間

〈その 3J 沢野の環量'"

終処理担喧 保温喝間

'0'司 直後

114CC 直後

117<;>(: n 後

122.50C 直後

12:l.5CC II 後

1410C 政健

167"C 抗俊

17S0C 1 時間 i

i時吋田町 3時間

〈その 3 )肘腎の De.5g

教'"望湿宜 保温時間 転修

I07"C iII後 S

133'C 直後 J[-S

"‘司 C " I長 S
".屯 砿後 M-S
IJjeC 直後 0¥1-.')

!.(~C 蕊後 N-$

ISZ=C 直後 Jl-S

'帥;C it ii髭 N-S

..シ叶 86°C 3 時間 Jt-S

11か吋 7S :lC :;・ ~m M-:l

札上の t有無よりみると撚処湿浪即唱し黙処即争

品、引鐙 とf:'li'<'"伝惨を起しに〈も.3t忽安定伝き歩合

一孟起した後::安宣伝さ t<'s 符十る事 ::.li 言々起る処で

ある.叉'"''''伝修の主主包可否に関与ナるものとして

味線"'.が爺 ，jられる. JIll叩 2止は毎回制 α伝移の会主

認の有無金支Ii!ずるもので i主主よ〈て，恨の伝事内:1\.，

, 7 1:.- 11:(1，) 8叡障のIi!'!ぞう"る療が考えられるの

である.

〈実融 3)

更ロ水分震と絵処理温度ょよる事安安伝修r.生包4台

湾湿し・ニ...努の盆剖，g

〈そのリ水分 1.6~:

勉'"哩温礎 保温時間 ti1<

ーが C :rI ll S

9O"C 担分 S

例ト℃ 曲分 .II

on:c n 後 .\1

.11

.11

.'1

.¥1

.II

館
，s
s
s

g

.u-s
J{-S

.1f-S

M-S

M

.1[-8

13



" ヱヨ震火祭協会誌節 16~ A1 1 Jt

2事宰足転移m隼怠

壷量 t l!1'，i.理主主

,
,

,

•
,

• " 。

〆
。

,
, 。ー

。

,
。

e

., • 。

, 。;;--

,--.‘ •
B

2

OJ'

5:7l... •M(t&St'.lh[e.
o/1ttd'lr.1l!c

‘"、bI・ L
~5+:'01<.

月

t. :~
v

'"
lOS i- D II

ー→劃芳守の音量(1')

!。

節 22 図

109ーC 直後

1 >3向 C '0 分

Ile~c 直後

118ce 曲分

132"C 証役

17SClC 直後

げがC 直後

les=C 3 時間

1田<cー沼野 C ，時間

〈そのり水分 4.5%

治処理湿度 作t足時間

句ZCC i:1役

94ーC 抗後

96ーC 直後

冊。 _12.S 0C 90 分

9←~9 -1 CC ::0 分

98ーC iCI後

〈その 3 )水分 lO.38S~

然処現温度 偲準時間

問。 C 直後

9J.SCC itt 役

目。~開ClC ;:.0分

94.SCC 直後

96'C 直後

等の売儀鎗.'.i\ ...11幽て e‘る，

その誼奈からみると訂の X餓解析の喝合と同じ銀河

を示す.が分る.

製処理温度 ι転診の形態!こ多少の前筏があるの U給

11-S

.11

1I

.11

M
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第 23 図

品の銭形成"磁場的なもめで，叉 2_3°C <1)温度穫が

厳密!:結晶餓の生成を左右するとも忌えねからである.

(C) 錨光量 al良債による鎗粟

ク n ...~ユヨルを適して結晶の互理を健瀦ナると.If

結晶系では1Il燃となるが，結晶の転診.二促って..る変

化が直%に額四凶来る.

鑑光議自民館J，t. SPM216 を沼?に包訳努.o1ll穏に主

:.;7"ム E還を守イ..二巻 rて，その下 ιa パーず ..

の町?二極めて湾盟となしに諺酷7:>"~ユアぞ置，、ピa

E度の測定i~篠宮対を際寝沼:工会事入して"ボルトメ

ータ"によって臨み，認反の締盟主O.25=Cである.

R留の量も少なし医療民事芝録したも。を!II'.た合

本方さまで'1'"量約三水分の加鈴，同腎の量。=よる較3

への影領事は分らなνが，その傾向11知りうるのである.

更に叉偏光則殿"笈抵で転車の様子をlIf蛾聞に天然

色映画として銀鯵し，転移の級相を正識に酎定した。

換留i忌次の鼠序によった， .

I. W吋阻 2. IV.... 3. I-.j-I

4. (-I-i-IV

情端、口惜

実長 2 グν ィン -Lzmzn 程度
100

鎚品生長湿度!J:. 0α ぁ， =ν 飽c=! 師mmJ mm

"'96.48mm,1hr

に続当ずる.

E曹の量臥腎1 つ.こっrτま耳慣mg

R草寺岡厚み O.Oo:mm 緯度

特転移!:.~をける結晶位子の発生左前失cぞみる為，

転移温度"'!tとして，jJ;務袷却を〈りかえし，転移の

14
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ニの中{二万 1撚設置，燃理勾 2鏑及び侭籾 oスれて方 1撚

./る。そして筏めて徐々に加燃する務によりて但野の

内侃及び外挺 Iニ近ら所にスれに 2 つの費哲也対の r'町芭

段盤そな〈ずる織にする。間際世対の U£2: t孟ずルパ

ノメータで波 υ。加努短銃を R ohm.m 裁を・ amp ，

転移が絞る主主の加抑制を t 秒，刊を明野の買盈と

ナれば，加えられた際盆l.:: O.24i 2Rt f.ω 阻Ilg

。"'U P〈 1ぴ
..--~~---

",-ω 一一- x4.20%Iび

,"
より比i'!~ Op を求める。

n
A

"a

ill/!; ァ y モミアの拘個， (完， 1 割。

間的される局所と転移の臨こ辿る粒子の診行とを追求

しt.:" 二二の際試制内にある給品魁乎が転移してB相一・

A相:二移梓する陀こはB紹同中にで変化しやす缶、認分

から不直鶴間にA絡が生ずるのである。叉JJ格の同ー

の分子育配列部分がそのまま . A肩R二惨るのではな〈て，

1/世一て問ー部分でらA相で"その内部にて別々の分

子理列をな寸議もあるし_ 'If.!唱を3\，こする事もある。

黙し乍ら周ー関野にてー京府R相 .A儒の転診をなし

t.:P和二温度そ逆転せしめるとA宇fi--H将の転移に臨し

て/1相$前のB相と問じ場所に生ずる。安全に転移完

了後でJJ栂~A相と銀銭，，~にするa 之等の事よりH

相の集長を容易tこする様な歓がー部分伝移の障こ残存

し，之が中iむとなって1/絹が凶来るが， !/Ii及多完了後に

てIi :2つの桜が移勘した寝か分る。

(0) 融解析法

転修点1臓の長調の罰百定!こより，叉は日開の現陪に

より犠昆多点前後に於17る比黙f誌を実測ナれは，転診i温

度と転診潜黙が分る。

(その I)

測定方盟主食~24回二示す如き後世であって同一僚件

で加視された等察官量の物賓との温度径の生ずる異舘

点より求め's

〈その 2)

叉は摺2s国t二示す様な魔法顎の中心部に際桝をフ"'-

軍事吟，則定是正

場皮革馴え 5且宜劃え

週三午法皇並
図

本方拡仁よってむ IV→ E の噂去を転移の生起を'illつ

に。その生起I .i X銀法に示されたと同じ銭路を辿

る。却3

(E) 逐電車二よる方法

東日選11{;払及び透電体罰夕、を部定した。

"第一
電
圧
計

,...

初回

凶げ刊
‘冨"

l附

臥

求
軒
ハ
♂
?
?
シ

d
m坦
拘
烏

I' ・ v

"
賞， ，凶肉

後慢は郷お国国如きものである。依勝矧ヨンヂyサ

ーはアルミ嬰として平行仮文は中盤円筒としたa 似事手

.瞬E
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銅
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曹
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且
冨
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経過時間

lJOCC I匂歩録湿後

'"時間後

l<lOCC1 0;分保温 ..

"時間後

第 16 ~

2

2

4

か

か

Uい

ヱ S農水 E店舗臨会箆

b'-2

戸担@ r監去砂

L4 Lr•
貨I '"関

d:I 問。C '0分関係車後端喧安転診を忽したものが

犯'C で賓格凶現詔{: 4ト72 時聞を裂する.

録湿時間 相

170CCI助体i時 E

"崎町役 E

4蜘S間後 E

72時間後 E

95時間後 置

u僑種叉は窃宋の状態?二で周'，' f.，: o 此の配Zも準安定

転移の生起I:'X線.S琵率，俊光銀徴鏡，保解析法に

よってみたものと同じ酷屯を示し.-・W のif<安定型三

喜多を鎗裂し錫・こ.

., III安定転移の清次

且上述ぺた如き援霊!l'.水分等"ょっτ生起する翠

安定奪修の痔命はどれ位であろうか.その摘出まどう

島、う蒐':i-とって起るのであろヨかとγ ぅ事が考えられ

る.之等を以下の鈎〈して磁め'':0 "，安定転移令起し

て1lIられ'.: I 符，官栢が買相の湿度捜内に!'lて置担!こ

霊化する穆を捕捉すればよ，...

実厳l主主としてX線解祈滋日より求めた.作jとなれ

ばIlli!l宜:1 1:1 主 XIIlによるのが最も便利であり，叉ー方

XIU'慢の釦き少量の駅開こ後τl珊安田瑞の捕契

が容品であるからである。準安定転穆ぞ生ぜしむのは

前"犯し・ニ撚処理E度，れ匂惹湾問水分。によってl'J

られるのであるから之等の処還を各XW=つドて骨つ

16

.'ｭ
t'<

1.:..

(実験， J
実政l主 a ， b, c.d の!II.る含有水分の:<穏をフ，，.気

管の R措を封じ，水分申出入をな《した a 一王国安定

転警察をま出しめ τ乱i:':J2 41場限答に田吃の紹をしら

...:.t ，二.

"主水分円 7g

d' 孟 0.3%

n:170CC1:'10分間保翠使準安定伝§..起さしめた

るのが，i/!安安転移から望号奮をき参に穆符寸る迄に ω~

%時閉そ寄書した.

経遺書争問

直後

24 時間後

“時間後

'"時間後

"時間陣

.',‘<

ー曽、..

1

2

3

4

5

d

d

d

d

d

6454b' 主

第 29 図

主Uニの鈴来から絶対的水分量は iaぜられぬが，水分

との関連位協考えられる。〈毛結管中で水分が必ずしも

磁煎 7> そ aユアに附 11 して』ると U限ら広告、慰問の

混良上昇降下によって水分句穆符が起る可1lI~左心あ

る。〉結局畑安定広告多の状Jl<の保持 l二S陸自の単位で可能

な事が分る.

(実験 2J

準安定年'8..なした保鳴を折る恥こよって箆気を援

湿せしめ E絡へのさ多行をしらべた。本院視U. 21)0-25
'C で 3時間註敏ポンプぞ F習いて業空実聾したもので

ある.本質野の求自主殆んど O とみてを支え t，H' ..

吸湿せしめロ空気"翠震SO'" C 湿度観』刊'%であ

る。混提温度 I:' 50" C のXli 解析結果である.

提場時間 相

17O"C 10:分後 ~-F (

鉱iA:.!O"C 温度"棋大気中にて 1 時間後泌 E

a‘
m

E

E

E

E

Z

,-,

四一2

,-,

a-J

事号l.J>.吟 4渇人

吊包・例'" lλS 守.U)
r--J "--ι 4' ..1μ ゅ

....色"

•

.-5

•写z

d一句-2

do<・3

国

b;13OCC-140"C にlC分間保温後箪安定伝惨を起

したものが安定転移に移行する旭 :.24時間嶋智でるる。

2ヲ宣告

16



17

「ずれ J I11l'!史文 ER?Z も配した逮 η知られて e るので

るるが，之守票鏡艶に研究してみて結晶伎の鍵生と成

長に関連合‘ある 6のであると γ ぅ銭高量密 381.

A) 1 司置のずれ"，

1- ・の4れt志望受も主主留されるもので..る。 R 司置

の転惨i1I.l: li 84 eC-<l 5cC の広1l闘に Eって忽る。換

曾すれば E司 IV の雄喧定転移'"起ナ以上の ill皮にて

生起する司僚がある。1I! 1:.相解安定転移より安定依移(:

毘る事則匂 l- \V .....I- !Vの曳化勉強ぞ辿る調際らあるョ

〈実融 1 )

緩解師会による絵泉

前にまさぺ f':~降解析法のl!!宜'"Jlh て伝参の際の襲量

混躍によって・01$点の穆行金しらべた。転移の温度i主

筆曜の利点..以て表わした倉叉思処理温度と l:~ 痛を

保還?る援演亙!fぞ呆し，無品理時間と I主吠腎と根匁

濁温度においた時間を示す.

像処理時間 J
娘処廻温度
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。

。

s

。

5

“

日

錫

75.7 ・

..ｻ

55'

67.5' 。

口 2。

30:分

soρ

65.2 。

69.S' 。
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1 時間
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一r
M
市

,,'

随時間側ー吠怠にてE史認

24時間開ー衣.にて思滋

170CC I。金保理後悔 F

気温.3O'C 温度笥尉コl;;:~'l' I 時関根拠

23時間関ーさ走重量慌て帳沼

経思略開 制

e-l I岨1°C 5分保認後 E

か2 l攻'"却。C iD~857:にて及吸 ill 1 及 1(11:::健か3

e-3101' 間使 E 及置〈冒が唱す】

e-..24 時閣僚 E 及圃〈・， OJ 脅す 3

~S 日時間後 E 及竃【指ん!:' I)

.e-67C時間後 置

R明 eにつもも援還にエって 1- ・置にす os に!!'

汗する綾子が X後解析の曲集鋪提俗宗-，

【突融 2)

箪桂定筆事@調時期:.1111>折法=よっても賓館しに a

方径は前 1こ飽レた稽繋の測陪方議:二ょった" RJlt:..，'安

宣伝移'"必ずべき録件の似河野に 70c e I:: てJ!<を荷下す

る.寸るとこの鼠Jl!にて聖和が形成され 1-' IV の転

8が起る. 6し拘ー‘案件でJl<を鏑下しなも時 i: !.t.oI5­

甜'C I ニて E 司 IV の転修が彪る a

島l" の路実薗よりみて分る 8・:工準安定伝穆'"起す摘

慣ア;/~'::'7' I; 跨聞の保温及び水分叩存在の下に後て

E欄に移る事の容易えよるを院かめた s

W. /l:'~宝ペた跡二 H凹dricks. ~.町. Time}"uIf
じよると'密室 ε移が惚られるのは境問しピ自薦

(Bow師. Te:盟，=.日間 dir 姐叫潟、ラ考察 (Ti me)"可，，)

1 2$ °C 以上@需を贋援をかげた興事専〈臼凹<!rid<・】略が

悠'1 られているが，何れも終段鈷袈のー習を示したも

E
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円
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のとしか思えない.

之に関連して態安定伝惨と安定伝移が欄払いで包る

事があるs 之は車安定伝IJ何程定にして，和二安定

転移に移動せんとずる傾向のあるIt<徒である.ニの

現貌..捕獲したるのl主文献にも合η みられないが，

Bow聞が働党盟虫鎮の下位於'1る磁瞳ア......~晶アの

終畢惨の実震に鈴て次@厳に建へて.‘るのが之令指し

てドると息われる" r:事安安奮発多がIt了すると之につ

づrてー，ニの中心より E絡が出現して〈るム

S."事点のずれ

転惨 nの「ずれ J 或川主包;O."'~;o.と L づ1Jl8l 1孟

議侵チ臣蔵である。湿通前.-も突敏由!こ色演の包.テ

，~換が ε 川、うものはるかを徹 Z聞に現ぺた 6のU

iii めて僅かである。 CH ，_ HBr.SF..};"}iよ l:ll NH ，Br='>

8絡につ a ‘て充分時間をかけて劃定すれば本質的の也.

...，クスそ見泊して Vる" fl'l ltt ァ~~ニアの伝穆の 30省Z
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,. ヱ..火1Il箇金= III16 色調 it 1 i野

は総忽忍温度句冨置とえEってあらわれる.

陪下巡皮{主何れもー穏で l<:q分である。

〈銀融 2)

腸脇佳!こ主る鎖果

腿級位=よって綜品罰温度と催事側飴墨度'<ζると

ill"国の釦〈なる。保8同開Ii産後持下である.之も

亦有明二示しf』燃岬街と同線な結果を庁、字。温度時下<ll

度 ICe;.分
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恥吟怠ι、・4

a節"
〈突脱 3 )

WI長により， B'の降下迎E誌をゑイヒして転"生起温

度そ求めた.降下翠震は 1明iCC C 30診j'C ιの鈷

果'i."1t!してあるが，速度がニの聞の箇でli転穆温度も

グ"の中間J二>.る。この結果よ η，無忽還温度を高

••
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時
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車暗室主多建A. ('(")

貨;; 32 fil:I

〈すると， 1-. の伝多生起盤度以伝〈はりぬ 'C 道

下がる理解がある。次 t二温度降下百度ぞ絞織に転穆温度

を繍輸にとる時 1土，都必開準度をパ'メ -p ーとして

!1l'勾 Eの釦〈なる。
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恥吟主主主;3./1.. じの

節 33 '"
〈拠融， )

冷却速度"'Iiめて遅〈ずる»，. 1°C の降下温度金約

2 時間の欄るにしたが，之は前日述べた I09lCC の鈴

処と関じである。実望書 31二後て示した冶勾温度が一定

値以上一二の舗は置"の量，無処墨温度，骸処思跨間

•
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Zム 2司 2 ・ 2 ・ .. ,

守
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担
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翌年度予ふ

"

4・

車衿急車 C'O)

賞1 "図
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有I ~をア;.- ~ ...アの拘健【M" 1"'誕〉 19

るIll»鎗 ..の!l:iとである.

••
• ..... I

N - I

N

1<--1

W ー→ E

W •- I
a長

磁m

N及び・線内~:後て温度"Il:iヒせしめると結晶Ii磁

E寓される。之に均して E及び 1 徳町二鈴ては鎗..の成

長がある. N紹から温度..ょげて E師三菱ると磁怨さ

れ置綴からW師二軍ると成長寸る。胃籾から温度をよ

げて E眠=至ると威厳の毎合と成長の傷合とがある.

ニの逆。こ E 紹から E帽にゆ〈均也監2躍と史実の場舎が

ある， I 相から l 関口温度令 t'1ると酸11'<起り. I
相から E 繍(:温度が下ると成長ナる。 E繍とW紹の絹

舎ではとおらの讐舎も"'Iをするa 且土錫Il内に於 2る

"'j更とit!置につもて鎗じたのであって舛形との贋係'"

述べた6のでははも・.

& ヨ恵索

以上事安定転穆@生島と漕失，更に伝穆庄のずれに

突きする突放鎗果そ怠還したのでるるが，之専を貫〈原

理， t割引，~νて考策してみる.

担医参にはlIll良転惨と再編認去をSとがるる.置換E

!SI:'様子のE到の-$分が畏容した設置で続しν伝g

の生ずるものであり，再III'"修理l1B束手銀列が一度創

聾して衝に紅梅<7)111'"が生ずるものである.. 1-)ｭ
Nは問者 t二 1- 置は後者に臨する。

先ず I-I-IV の絡伝 3に{率一貨をさがみられるので

るるが. Inll 主之等と lit情泡原理がJ;っても、る.

I 由主等織品;If. C8C 1 型"して E織の志方 A動こ喜多

持する均三，策路閣t:: ~て点線で示ナ緩に lID の

(110) 面は E 伺の CI 田〉百日そのまま移汗したとみら

れる。それに縫って府岨で図んど分守鉾列 l企そのま 2

E招の分子鋒列の構田となって痩る。増 N~I:'1 帽

で回伝して νるの民会まし"・@傾きで酎，、ている a

I-N 繍mの絹伝移 6iJJ帯 36図(:みる釦( NH. と

おu，のー喧分子哩列がそのま.，.揮する.ニの取にて

、白は B絡にて bl障に 6・の鏑舎で"るが， 首相で

i孟直角で<t>:s.. I柚.N 繍とIi線透割に近似のもので

ある恥主給予電設ぞみると

a臓は E 組でoS .1M tv栂で s.7 sA

b'輸出 E 絡で 5.7M IV 相で '.<SA
C織は E相で S 曲A N絡で 4. 96A

-1Z よって E免官される-，二なると伝種多生起覆度に拡余

り也併 III なも司院が分る.

(B) IV ・置のずれ叫，凋，lIll. r}

同緩@酔:. 1Y -I の書事Eの「ずれ」にも省、‘う

るのであって.集庫震と I-N の伝惨阻蛤温度につ

Vて待った一週の鎌嘩ぞ示すと次の知 u，る.

《実議 'J

Ii屡遣会=て院務的 'SO で I-N の温度障下の時

に無処環温度と転穆温度の関係をみると賓 13.園の知〈

になる a 温反革下湿度 I:: I分'/'cである. I司 W の

奪三!J lケ起さしぬる為に需品認車度を上 '1てゆ〈宿三よ

って絞8温度の柿下そ示す.

【失職 6)

機底堅，温度のよ畏，降下道度を箇々に変化せしめ

て N-I の鉱移の生起につドて待った鎗果，遜常の

~rnl: て 2S°e- 39 DC の範関内で起る.使験Ii各団

の目的二対して持った伝移生起温度の実測箇託溜陣り

じっνてまとめた鉱泉である.

温度の上昇，降下室度によって伝移の温度が変唯ナ

る事は鈎Il僚の生長速度と湿度の土安時下活揮との盤

により修・ 4伝うける OJ豊縛下速度が Aむれば，寓現

金体'"均衡が後れ 5分間温度盆が出来るので虻 21そう

ける .X余りにも震かにする帯主突融操作上の依:a"，

うげるので "C の町k速度'"噌ト E暗の箆毘'"に

於てしらぺと給実である。

(e) 1- 1\'のずれ

I-N の転!Jt!.のずれについて温度上昇降下志度

そ信々 に変化せしめて骨った陸笑般の餓果，長惨 tIl>

<S OC-四 ;c (1)~館内で鐘る.之は E ・ to I-IV

の伝!J点がお fごし〈穆存ずる療に比してその温度硲闘

が極めて狭，‘調停が分る。

6 単結晶の相変化

磁餓 7:-'''''=-- アの水溶液より E伺の単結晶'"品凶せ

しめ，椴変化による結晶の成長，磁 m，ll!に鈎品内の

胤結晶の変化Ij: Xli 解伸二より追跡した. N符U.酷=

実.・鎖状の館 III 二して，長〈伸びた方向'"尉で"る。

この NI1lの単純必Ii温度の土葬によって.儀緯給品野

\:!:I寄れてゆ<.叉二ラ νぅ方絵によって S号制した際現

時含有水分三島崎， ，>JOeにて時様混乱冷却し

てみると容易に I-N の際安定伝診の適温ぞ辿り，

前艇の水分量佐原安定転移@聞係の鋸曜と及《ー号室す

る.

i.a瞳T' 司.~アの結晶の成長と a~

X健前に鎗品の民長と磁援の現象そ追求した.即~

8昧錯晶と糊錆晶の X餓厚.の鎗操より綜揖移に~タ
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第ぉ悶

にして血相と京総の比をみる ζ

'.誌では'. b載で Ii 1.05. c輸で U

E 血5 とな 0単位精子容積比』主的 1 田

コ
τ，

となる 3

調
。 。

か〈の釦< !-I-IV 程肥は何れも

"'CJ 型の柵<lのま化したものとみられ，

1-" 相間の相伝修の生起がその自問 a院

本 roO<\" ーの焚伐に於て起り S片有俸が分る a

軍司 w繍の伝移に鈴て 84.S'C 'l' 鍾え

て也 k努をする時に，結晶内には軍将餓

とも絡すべさ何等かの分子姐団が残存し

それが重箱~極めて容晶"生成しうる桜となると考 λ

るa 関野の温度はS4 .5"C 札上ヒてプにきf，分の分子診列

lH 聞となりたる{二もれ Jらず，この桜は残存している

が，こういう筏は温度の土昇に対して不佐賀 Eであって，

次第に法怨され.結舎の強ー僅かな践のみが残るので

ある。この薗絡の由主水分の存在に於て 12 され晶、ー。

而して際組週湿度演し艶処忍時間長ければ，長い a

mされる a 之"際処理温度と水分!急融 ~J: 関係するか

ら磁点 iこ近付〈事によって，強点前に於て閉強弱 ι も

悠ずへき Z現段が生じて同宿泊 ~I こ融解を始め. ，程 rdl 絡手

の一部が司宅街I!若〈は不安当金となるのであ勺て. .栂

L ,
節 36 図

。 。

の由主ニの宵噛解の5li!.l二よって自書され品〈なる。水

分の多γ時"散点が下吋抽解.'広縫闘となるか，特

に E相伐"磁!llされ晶〈なるので'"る。 1 手配えIii 刊

の温度校内に於てE相の発生以筏晶I:'暮らず. .祁:ぶ

田吃以下の温Jlにて情出税調似の n'抱ヱ変るa 之

がす'袋ii:.'f:曜の生起である。

to泌安吃世そなして..繍となりたる日開三..線開=

於て町絡を実の重量和少なさ恥吟聞の蝿涯僅少の時二期

黙せI!\\'相主 E曲=転診して E 根""縫渇L，ない。然し

..相"於て鰐比野寺院国き町主 Wは相内にてE桁t賓の発

生があって，面相"生成がみられる~ ~IV根内iこ最て
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11I1!1 γν. ~アの拘性〈節 l 側〉

水分のす'fIE.こよって，・相主形成され品ーと*える c

暖湿によって格安定修理!:HIれる.之がIf安定要去~の

前失である.温度が!帽叉は E 格捜舟l:1:lづても，処

理温度合‘低・か. ~"l:'祭必蕊時「副喧.か. ::Z，孟水

分ヲ，少f.. 時三 ;::.1相の筏主何舗が存在する事=なη ，

ニ@時の冷却中.-は E績があらbれて，安定絹wの

通E湿~辿る.然し乍ら費存ずる E符後::祭主ユ痩及び水

分の録件.-よって量産H!'二ずるから. 1mへの伝穆温

度む膨"をうけて民存ttの多γ袈;0;滋で怨る.之が市

安定伝修のずれとなって起るのである.叉場安定転移

を起すの，"紹.W相同自由z ネル.~ーの安点の温度

で"り. I 納ー·w絡の受点以下にゆ〈可阻生"置めて

少f; <, UfI司 W帽の管制ピ唱法 .;5'C f'付近の袋4暗闘

に限定される.

更に治安定転移~生ずる賓界筋件.-近も時:主ー亙惣

安定転惨4どなして S 館一·w終止:fHIしピ時三.W何月

でE何回丞急務こE帽を主主じその温度:二於てml!l~ネ

Nギ四舗の震も小なるE韓三空る茨袋色起るのである。

"限法三於てみられる際演の量が多e 吟:三株安定奪三

8をー且起してもl1l:勾に安定相~(ヒr移符ずる副主，

局翻守;工闘を主主じて剖唱を帆tlして同-~汗ず

るのである.If肢を主にてJlh 、 '，1え際1X't~靴工於?

る釦<W相.-後て水分;"'存在する時!主E相が容晶に生

じる7もにー且生じ三四P安定絡ま(!::l.l安定相互It"修行

する事二週審理する.

伝移の生ずる阪に起る径の生互交::;::.館長の集長s・lIi

園している.鎚必@生長@ー-91Sグν イ，'"二於:，る

盆5をであり飽のーっl主 YVイン自体の生長で"るa

グ v rνが単結晶岬易自主後曹にSfるが毘常'主ニ

の問慢が問時.-生起する.而して怯修理度として制定

されるもの時二の向脅であるが，世"のグν ィ ν 自体

によるものが悲しー.偏光顕鼠鎮でみる21-・圃の転

穆!二於て附闘が全部車箱となりたるに.拘らず.-$

分 E紹夕鶴存して包められ置司Wの智満f.!Jを起す際:二

も I ~J)I 叙が授存ずるヨ院がある.乾の時::除湿度珂

EJSゐ"や阿縮担..協会〈盤塗がえよd・にも拘らず，極

めて温かのe左手況の同盟とれ方喧鍵院な明男のさに

礎存ずるのがII!められる事があるが，之I:Yνイ，内

l:.~;tる伝惨の'i!rf向E止こよるのであるa 間して一

段\:U.かかる残余部分合多少ι もあるとしてもYVイ

Y自体の生長適度に関係ずるものとみて盤支えな~.0

之が巨観的分野日後ヴる佳移の速度である.

今般告I'ど/;:す官t後t:!会タる相をの， β とし a. • 同

相のrrnl:U鳴が存在する cし，ニの境界曹を単分子

膚で釆十本とサる.

21

関紹の鹿野面~込;える!こ獲する忌 4ドルギー開Il!の粛

さが~の活性化 s 率.....~-~旨来す.

r-.そ a 飽から穆勘する分モr-の返さ

y. そ a 紹がら穆II'>ずる分子の遣さ

乙ずると γ..I ・8 が自由に酷〈として. 1"，・が a→a

へゆ〈場合と e司β..... ，~ <窃合とそ考沼して a-a•，、ゆ〈薩本主%となる.

それで告移逮.It Vとすると

r・}4'(V，・ -I"，，)

".
Y. 圃 .1 ・ 1: '1'

!f.!ｭ
V"_A ,,c NT

で表わされるから

日 (-lac -告 _.l ，，~詩)

｣.:a のをII齢こ冨ずる滞怯化~ネ.....~­

E::;1Jの移目白に，ーする務性化~ネN~'

!:~移おとすると

E,--E.+f

γ4J:(AFtM-会)

転参点にBさては

1·""0 であるかr .・三惨温度'l' 1、とすると，

ム
山
・
-
山ムメAA(1.:(計)l

f.E..};fl は温度に無関係であるから

Vの箆大舗を求めると

告寸咋<;(ー宣伝，) (，.，示品ー; l)I
一一告(.，-Ji<九ー+lパ-lf日

五{古 7)(l~"・廿)-E". 0

古ー÷ー-?“(>+よ)

」区不快(， +よ )1
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n ヱ俊大掲也会"節 16~ flit 湯

んに此し打は小である叫去は小

In'I.......!-'_-.L
、 • E.Jマ E.

段:二 T凶M・ 11

ー­T. 匂 X

&いう形で寝わされる@

2・岨1 eli 笹帯速度の畳む速‘温度であり T. と 11

終カ写前零優位置にある恵理温度である.

Rl .i:tl'，;r;ti:撞

.f:'1 転惨の指役 'it~氏本ルギーを議わず(I "，符m， ~・求

めるのであるが， ~m.皮の箆闘と適度の関係..求め

f:."

その鈴祭 I- I. I-I ・ I-IV. I-IV の転~

t温度硲舗に於ては温度のずれに最も施輪切=劃 'M

ot が存する.例えば11' -1 の転惨ではま2" C 温度

内i二. I-IV の伝穆にては土 7・C a; 援にスる.・

-II'の紙型~J:1. Ii.~カ学的::計算して"・， I-IV で

は3z・であるから夫々 T・に決て1" -0 であり，之

町Fの度大様鮒涯に於て最も速い.適度と温度の闘をム

てこの鉱よりJrl草すれば活盤化~，ドルギ"の鉱として

II'司 1 81.1k国ν'~I

1- 11'殉 51 由抽 '01

}¥"-I 25.8k叫曲。 1

I-IV :0.0kcalhnoI

が偲られる. .二時鵠よりムて宮司 E の@安田署

に於て U温度姐孟穫し落盤{t.~*.........四"副主安定

叢事に比して伝容の起る積率が少な b 事とー致す O.

耽の c1(古一-j.-)
ぞ Taylor 度閉すれば

cf(古ーTtl← 1+す(万七ーす)+

す(すーす)
一τ一世(平)

閉
口
」

が
ぐ
い

A

h

a

-
一2
d

帥

と

d

m

r-÷ ん(#)e 詰

ιえより dO 11 白幽エネ~"ーのIfであって，之が反

応謹買の支"'l!i子となって s 、る事 IJ~ 分る.
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